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防火のちかいを宣誓する小西率君と浅田未来ちゃん

せん火あそびはし
幼
年
防
火
ク
ラ
ブ
結
成
式

六
月
二
十
九
日
、
町
体
育
館

で
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
結
成
式
が

行
わ
れ
、
町
内
の
八
保
育
所
の

園
児
、
保
護
者
、
関
係
者
ら
合

わ
せ
て
約
二
百
人
が
出
席
し
ま

し
た
。こ

の
消
防
ク
ラ
ブ
は
、
園
児

ら
の
火
災
の
予
防
と
防
火
思
想

の
普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
、

明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を

目
指
す
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ

れ
た
も
の
で
、
式
で
は
、
西
岡

一
房
子
櫛
生
保
育
所
々
長
の
結
成

宣
言
の
後
、
園
児
を
代
表
し
て
、

長
浜
保
育
所
の
小
西
率
君
と
浅

田
未
来
ち
ゃ
ん
が
「
火
あ
そ
び

は
し
ま
せ
ん
!
」
と
防
火
の
ち

か
い
を
宣
誓
し
ま
し
た
。

こ
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
負

け
な
い
よ
う
、
家
族
ぐ
る
み
、

地
域
ぐ
る
み
で
防
火
意
識
を
高

め
、
火
災
の
な
い
町
づ
く
り
を

築
き
た
い
も
の
で
す
。
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議会第 2固定例会

「町
e

里
・
心
"
つ
く
り

の
充
実
」

町
民
ふ
れ
あ
い
会
館

建

設

ほ

か

j

一
般
会
計
補
正
予
算
j

平
成
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に

十
億
七
千
七
十
二
万
円
が
補
正
さ
れ
、

予
算
総
額
は
、
五
十
七
億
八
千
五
百
一

万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い
み
ち
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

一
総
務
費
}
ま
ち
づ
く
り
特
別
対
策
費

と
し
て
、
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
感
じ
ら
れ

る
精
神
的
憩
の
場
「
町
民
ふ
れ
あ
い
会 議案説明をする上田町長

長
浜
町
議
会
第
二
固
定
例
会
が
、
六

月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
三

日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
主
な
も

の
は
、
平
成
四
年
度
長
浜
町
水
道
・
工

業
用
水
道
事
業
決
算
の
認
定
、
平
成
五

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
請
負
契
約

三
件
、
町
道
の
認
定
な
ど
の
議
案
九
件
。

農
業
委
員
推
薦
の
議
会
提
出
案
件
一

件
。
長
浜
町
土
地
開
発
公
社
及
び
青
島

館
」
の
施
設
整
備
に
係
る
工
事
請
負
費

ほ
か
七
億
三
千
二
百
五
十
万
円
。

一
農
林
水
産
業
費
}
県
単
土
地
改
良
事

業
費
と
し
て
、
農
業
基
盤
の
整
備
を
図

る
上
で
重
要
な
施
設
、
農
道
新
設
改
良

を
は
じ
め
、
舗
装
・
水
路
改
修
等
七
地

区
に
係
る
工
事
請
負
春
一
等
三
千
六
百
七

十
八
万
二
千
円
。

農
道
新
設
改
良
費
と
し
て
、
平
成
四

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
櫛
生
高
峯
地

区
の
農
道
新
設
に
係
る
工
事
請
負
費
ほ

か
五
千
二
百
三
十
九
万
七
千
円
。

地
域
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業
費
と

し
て
、
築
い
そ
事
業
で
タ
ー
ト
ル
ブ
ロ
ッ

ク
を
沖
浦
と
青
島
海
域
に
設
置
す
る
事

業
費
ほ
か
二
千
五
百
一
万
九
千
円
。

一
土
木
費
一
県
単
が
け
く
ず
れ
防
災
事

業
費
と
し
て
、
清
水
地
区
(
沖
浦
)
の

防
災
事
業
に
係
る
工
事
請
負
費
等
二
千

九
十
九
万
九
千
円
。

一
教
育
費
}
学
校
建
設
費
と
し
て
、
学

海
運
有
限
会
社
の
経
営
状
況
に
関
す
る

報
告
、
母
子
家
庭
の
児
童
扶
養
手
当
支

給
に
関
す
る
陳
情
書
、
例
月
出
納
検
査
、

平
成
五
年
産
米
の
政
府
買
入
価
格
及
び

米
の
生
産
・
流
通
等
に
関
す
る
陳
情
に

つ
い
て
の
議
会
報
告
案
件
十
件
で
、
議

案
は
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、

議
報
告
書
も
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

校
体
育
及
び
社
会
体
育
の
振
興
増
進
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
を
図

る
た
め
、
戒
川
小
学
校
へ
き
地
集
会
室

の
建
設
に
係
る
工
事
請
負
費
ほ
か
一
億

四
千
九
百
四
十
八
万
三
千
円
。

{
災
害
復
旧
費
}
過
年
度
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
費
と
し
て
、
町
道
十
件
、

河
川
三
件
の
被
災
状
況
等
の
変
動
に
よ

る
増
額
復
旧
工
事
請
負
費
等
六
百
二
十

一
万
六
千
円
。

櫛

生

漁

港

修

築

事
工

請
負
契
約
の
締
結

昭
和
六
十
三
年
度
よ
り
継
続
し
て
整

備
を
進
め
て
い
る
櫛
生
漁
港
の
修
築
工

事
は
、
一
億
五
百
五
十
七
万
五
千
円
で

株
式
会
社
清
水
建
設
と
請
負
契
約
を
締

結
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

喜
多
漁
港

局
部
改
良
工
事

請
負
契
約
の
締
結

平
成
四
年
、
五
年
の
二
か
年
で
整
備

を
進
め
て
い
る
喜
多
漁
港
の
局
部
改
良

工
事
は
、
六
千
六
百
九
十
五
万
円
で
有

限
会
社
長
浜
建
設
と
請
負
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

町
道
大
平
線

改

良

工

事

請
負
契
約
の
締
結

昭
和
六
十
二
年
か
ら
整
備
を
進
め
て

い
る
町
道
大
平
線
の
起
債
事
業
に
係
る

改
良
工
事
は
、
五
千
六
十
七
万
六
千
円

で
株
式
会
社
一
宮
工
務
屈
と
請
負
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

町
道
の

認
定
に
つ
い
て

出
海
地
区
の
旧
国
道

出
海
地
区
の
旧
国
道
三
七
八
号
を
町

道
に
認
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
新
し
い
法
線
で
国
道
三
七

八
号
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
県

か
ら
旧
国
道
を
町
道
に
編
入
す
る
よ
う

要
請
が
あ
り
、
周
辺
地
域
の
特
性
や
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
上
も
主
要
な

路
線
で
あ
る
こ
と
か
ら
認
定
し
た
も
の

で
す
。児

童
扶
養
手
当

支
給
に
関
す
る
陳
情

陳
情
文
書
を
採
択

長
浜
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
(
平
見
朝

子
会
長
)
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
、
「
母

子
家
庭
の
児
童
扶
養
手
当
支
給
に
関
す

る
陳
情
書
」
は
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

米
の
政
府
買
入
価
格

及
び
米
の
生
産
・
流
通
等

陳
情
文
書
を
採
択

長
浜
青
果
農
業
協
同
組
合
(
一
宮
泰

忠
組
合
長
理
事
)
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
、

「
平
成
五
年
産
米
の
政
府
買
入
価
格
及

び
米
の
生
産
・
流
通
等
に
関
す
る
陳
情

に
つ
い
て
」
は
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

早
期
完
成
に
向
け

強
く
働
き
か
け
を

質
問

E

・
圃
県
道
藤
縄
長
浜
線
の
早
期
改

良
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
(
東
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信
利
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
・
県
道
藤
縄
長
浜
線
は
、

昭
和
五
十
四
年
に
町
道
か
ら
県
道
に
認

定
さ
れ
て
お
り
、
本
町
と
し
て
は
、
県

道
と
し
て
の
供
用
開
始
と
早
期
改
良
整

備
を
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

県
に
お
い
て
は
、
大
洲
市
、
内
子
町
を

含
む
全
路
線
の
登
記
完
了
後
で
な
け
れ

ば
、
県
道
と
し
て
の
供
用
開
始
は
行
わ

な
い
方
針
で
あ
る
。

な
お
、
長
浜
地
区
か
ら
黒
田
地
区
に

お
い
て
は
、
地
形
上
改
良
が
困
難
な
た

め
、
平
成
三
年
度
か
ら
県
が
過
疎
代
行

事
業
と
し
て
町
道
黒
田
大
屋
線
の
改
良

工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
こ
の
事
業
の

将
来
の
進
路
希
望
に

基

ーコ

き

指

導

一一一一一般質問

質
問
・
・
・
長
浜
中
学
校
の
進
路
指
導
に

つ
い
て
(
東
信
利
議
員
)

答
弁
(
教
育
長

)
i長
浜
中
学
校
の

進
路
指
導
に
つ
い
て
は
、
平
成
五
年
二

月
三
十
五
日
付
で
愛
媛
県
教
育
委
員
会

よ
り
、
「
業
者
テ
ス
ト
の
偏
差
値
等
を

用
い
な
い
進
路
指
導
の
重
警
に
つ
い
て
」

と
い
う
通
達
に
基
づ
き
、
文
書
に
よ
り

指
導
し
て
い
る
。

こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
進
路
指
導

の
在
り
方
を
検
討
し
、
よ
り
一
層
の
適

早
期
完
成
を
県
当
局
へ
強
く
働
き
か
け

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

正
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

日
頃
の
学
習
成
績
や
活
動
の
状
況
等
に

よ
る
生
徒
の
能
力
、
適
正
、
興
味
、
関

心
等
に
基
づ
き
総
合
的
に
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
や
入
学
選
抜
に
関
し
、

一
切
業
者
テ
ス
ト
結
果
を
高
等
学
校
に

提
供
し
な
い
こ
と
、
業
者
テ
ス
ト
の
実

施
に
関
す
る
こ
と
は
厳
に
慎
む
こ
と
、

授
業
時
間
中
及
び
教
職
員
の
勤
務
時
間

中
に
業
者
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
は
な
ら

な
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
進
路

指
導
に
つ
い
て
は
、
生
徒
の
能
力
、
適

正
、
興
味
、
関
心
や
将
来
の
進
路
希
望

に
基
き
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の

進
路
を
主
体
的
に
考
え
選
抜
す
る
能
力 整備が進む黒田~大屋線

や
態
度
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
日
頃

の
学
習
成
績
や
活
動
デ
ー
タ
ー
を
十
分

に
分
析
し
、
選
抜
資
料
と
し
て
生
か
す

こ
と
等
を
指
導
し
て
い
る
。

次
に
、
長
浜
高
校
へ
の
進
学
指
導
に

つ
い
て
は
、
中
学
校
と
高
校
の
連
携
を

密
に
し
、
長
浜
高
校
に
対
す
る
理
解
と

認
識
を
深
め
、
郷
土
の
高
校
へ
の
誇
り

と
希
望
が
持
て
、
ま
た
、
町
民
一
人
ひ

と
り
が
一
長
浜
高
等
学
校
を
守
り
育
て
て

い
く
よ
う
、
教
育
委
員
会
も
強
力
に
指

導
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

早
い
機
会
に

長
浜
町
学
校
給
食

基
本
構
想
を
提
出

質
問
:
リ
学
校
給
食
に
つ
い
て
(
東
信

利
議
員
)

答
弁
(
教
育
長
)
;
学
校
給
食
に
つ

い
て
は
、
現
在
財
政
的
な
面
、
施
設
設

備
の
内
容
、
直
営
か
委
託
か
、
単
独
調

理
か
共
同
調
理
か
等
、
運
営
方
式
の
詳

細
に
つ
い
て
、
近
隣
市
町
村
や
学
校
な

ど
か
ら
、
資
料
を
収
集
す
る
と
と
も
に

検
討
を
重
ね
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
早

い
機
会
に
必
要
な
給
食
問
題
検
討
資
料

を
整
理
し
、
こ
れ
を
基
に
仮
称
で
は
あ

る
が
、
長
浜
町
学
校
給
食
実
施
基
本
構

想
を
町
長
に
提
出
し
た
い
と
考
え
て
い

る
c

長
浜
夏
ま
つ
り

変

更

質
問

i
海
の
祭
典
に
つ
い
て
(
東
信

利
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
;
昨
年
の
海
の
祭
典

は
、
サ
メ
騒
動
で
や
む
な
く
中
止
と
な

り
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
長
浜
夏
ま
つ
り

と
し
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た

訳
で
あ
る
。

今
年
は
、
町
観
光
協
会
と
し
て
当
初

実
施
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
去
る
三

月
十
八
日
に
伊
予
市
沖
で
再
度
昨
年
同

様
、
サ
メ
に
よ
る
事
故
が
発
生
し
た
た

め
、
安
全
面
で
確
実
に
対
応
で
き
な
い

と
い
う
結
論
か
ら
、
今
年
も
長
浜
海
水

浴
場
は
開
設
し
な
い
こ
と
と
な
り
、
海

聞
き
、
海
の
祭
典
の
行
事
は
実
施
す
る

に
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、
八
月

七
日
の
第
二
土
曜
日
に
長
浜
夏
ま
つ
り

を
開
催
す
る
よ
う
に
し
、
第
一
会
場
の

町
民
広
場
で
は
、
南
海
放
送
の
ラ
ジ
オ

番
組
の
移
動
サ
テ
ラ
イ
ト
に
よ
る
実
況

放
送
を
、
ま
た
、
第
二
会
場
の
小
浦
リ

バ
l
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
パ

l
ク
で
は
、

ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
、
水
着
撮
影
会

を
、
本
町
通
り
で
は
、
土
曜
夜
市
を
は

じ
め
、
県
警
音
楽
隊
の
パ
レ
ー
ド
と
長

浜
音
頭
踊
り
大
会
な
ど
盛
り
沢
山
の
行

事
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
の
夏
ま
つ
り
は
、
こ
の

度
創
設
し
た
嵐
太
鼓
の
発
表
会
を
計
画

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
町
と
し
て

も
、
本
町
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ

の
ま
つ
り
を
、
積
極
的
に
支
援
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

昨年行われた夏まつりの模様

制
度
の
創
設
に
向
け

検
討
を
進
め
る

質
問
・
・
・
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備

に
つ
い
て
(
渡
辺
久
義
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
・
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
整
備
に
つ
い
て
、
肱
川
の
水
質
が

近
年
悪
化
の
傾
向
に
あ
る
大
き
な
要
因

の
一
つ
に
、
住
民
の
生
活
様
式
の
都
市

化
、
多
様
化
に
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
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水
質
保
全
に
対
し
自
然
環
境
面
と
と
も

に
生
活
環
境
面
か
ら
も
、
当
町
と
し
て

は
、
各
世
帯
へ
の
水
切
り
ネ
ッ
ト
や
食

用
油
吸
収
材
の
啓
蒙
用
品
の
配
付
、
町

民
文
化
祭
、
広
報
紙
等
に
よ
る
意
識
の

啓
発
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業

の
導
入
に
つ
い
て
は
、
公
共
下
水
道
整

備
計
画
を
は
じ
め
、
農
業
集
落
排
水
施

設
整
備
計
画
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン

ト
整
備
計
画
等
の
画
一
的
な
排
水
計
画

に
つ
い
て
総
合
的
に
可
及
的
速
や
か
な

調
整
を
図
り
、
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る。
可
能
な
限
り

便
宜
を
図
り
た
い

質
問
:
・
ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て
(
渡
辺

久
義
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
・
晴
海
・
拓
海
凶
地

内
の
ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て
、
当
町
で
は
、

一
般
廃
棄
物
に
限
り
収
集
・
処
理
を
行
っ

て
い
る
が
、
事
業
活
動
に
よ
っ
て
排
出

さ
れ
る
廃
棄
物
は
、
「
廃
棄
物
の
処
理

及
ぴ
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
お
い
て
、

事
業
者
自
ら
の
処
理
を
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
。

な
お
、
企
業
誘
致
の
段
階
で
の
説
明

を
は
じ
め
、
公
害
防
止
協
定
の
中
で
も

自
己
処
理
の
項
目
を
明
記
し
て
お
り
、

当
該
地
区
の
廃
棄
物
は
、
企
業
に
お
い

て
処
理
し
て
頂
く
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
自
己
処
理
が
困
難
な
場
合

は
、
大
洲
市
・
長
浜
町
環
境
セ
ン
タ
ー

へ
持
ち
込
み
処
理
さ
れ
る
よ
う
可
能
な

限
り
便
宜
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

今
後
の
推
移
を

見

極

め

対

応

質
問
・
:
新
社
会
資
本
の
受
け
入
れ
態

勢
に
つ
い
て
(
堤
正
和
議
員
)

答
弁
(
町
長

)
i新
社
会
資
本
の
受

け
入
れ
態
勢
に
つ
い
て
、
新
社
会
資
本

整
備
構
想
は
、
景
気
対
策
の
手
法
と
し

て
従
来
の
土
木
関
係
中
心
の
ハ

l
ド
面

で
の
公
共
事
業
だ
け
で
な
く
、
文
教
、 町内のゴミを収集する業者

福
祉
関
係
施
設
や
情
報
関
連
設
備
な
ど
、

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
比
較
的
ソ
フ

ト
面
で
の
分
野
に
重
点
投
資
す
る
も
の

で
あ
る
と
理
解
し
て
お
り
、
具
体
的
な

内
容
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
推
移
を

見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。ま

た
、
大
蔵
省
で
は
、
新
社
会
資
本

と
い
う
こ
と
を
定
義
付
け
る
こ
と
は
非

常
に
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
、
難
色

を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
を
予
算
費
目
に

新
し
く
設
定
す
る
こ
と
は
、
将
来
に
問

題
を
残
す
の
で
は
な
い
か
と
、
現
在
で

も
大
蔵
省
は
来
年
度
で
は
取
り
扱
わ
な

い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
一
部
で
明
言

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

買
戻
し
す
る

考

え

は

な

質
問
・
:
拓
海
造
成
地
の
買
戻
し
条
例

の
件
に
つ
い
て
(
堤
正
和
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
i拓
海
工
業
団
地
の

買
戻
し
条
例
の
件
に
つ
い
て
、
町
で
は
、

こ
の
よ
う
な
条
例
は
制
定
し
て
お
ら
ず
、

拓
海
工
業
団
地
の
進
出
企
業
に
対
し
、

譲
渡
契
約
時
点
で
買
戻
し
の
特
約
と
、

同
買
戻
し
の
特
約
登
記
を
行
い
、
買
い

主
、
ま
た
は
、
第
三
者
に
対
抗
し
得
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

こ
の
買
戻
し
は
、
長
浜
町
が
公
用
、

ま
た
は
、
公
共
用
に
使
用
す
る
必
要
が

生
じ
た
場
合
、
ま
た
、
許
可
な
く
譲
渡

物
件
を
目
的
外
に
使
用
し
た
場
合
等
、

企
業
側
の
違
約
行
為
の
際
に
買
戻
し
が

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
拓
海
工
業
団
地
の
企
業
二
社

が
用
地
取
得
後
、
既
に
三
年
を
経
過
し

て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
所
定
の
手
続
き

を
さ
れ
て
い
る
の
で
、
町
は
こ
れ
を
認

め
て
い
る
。

ま
た
、
直
ち
に
買
戻
し
を
す
る
と
い

う
よ
う
な
考
え
は
な
く
、
町
と
し
て
も
、

企
業
の
工
場
等
建
設
の
推
進
を
図
る
こ

と
が
最
終
日
的
で
あ
る
の
で
、
ご
理
解

頂
き
た
い
。

企
業
活
動
に
対
す
る
行
政
の
介
入
問

題
に
つ
い
て
は
、
全
企
業
に
対
し
て
町

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
に
お
願
い

し
て
い
る
。

企業立地が進む拓海工業団地

正
し
い
知
識
の

啓

蒙

を

F 

質
問
:
・
社
会
、
学
校
教
育
で
エ
イ
ズ

問
題
に
関
す
る
講
演
会
を
聞
く
考
え
は

あ
る
か
(
堤
正
和
議
員
)

答
弁
(
教
育
長
)
・
:
エ
イ
ズ
に
関
す

る
講
演
会
を
聞
く
考
え
に
つ
い
て
、
エ

イ
ズ
感
染
者
は
、
近
年
世
界
各
国
で
爆

発
的
に
増
加
し
、
深
刻
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
学
校
に
お
い
て
も
厚
生

省
や
日
本
学
校
保
健
会
の
指
導
に
よ
り
、

養
護
教
諭
を
中
心
に
当
該
研
修
会
な
ど

に
参
加
さ
せ
る
な
ど
、
今
後
の
指
導
推

進
に
向
け
て
現
在
、
研
究
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

社
会
教
育
面
で
は
、
重
大
な
健
康
問

題
で
あ
る
の
で
、
生
活
環
境
課
の
保
健

婦
さ
ん
と
よ
く
相
談
し
な
が
ら
、
行
政

全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
、
生
涯
学
習

の
あ
ら
ゆ
る
機
会
と
場
を
と
ら
え
、
エ

イ
ズ
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
啓
蒙
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
青
年
大
学
に
お
い
て
は
、
今

年
度
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解

と
予
防
に
つ
い
て
学
習
計
画
を
立
て
て

お
り
、
学
校
教
育
の
場
に
お
い
て
は
、

県
教
委
な
ど
の
指
導
の
も
と
、
学
校
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
、
計
画
的
に
研
修

会
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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れ
れ
月
は
年
金
証
書
議
叩

提
出
し
ま
し
ょ
う

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、

八
月
期
の
年
金
を
受
け
取
っ
た
後
、

「
国
民
年
金
証
書
」
を
役
場
の
年
金
係

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
時
期
、
受
給
者
の
方
々
の
生
存

の
確
認
、
所
得
の
状
、
北
、
生
計
維
持
の

関
係
な
ど
の
審
査
を
行
い
、
本
年
八
月

か
ら
来
年
七
月
ま
で
の
年
金
が
交
け
ら

れ
る
か
ど
う
か
決
定
さ
れ
ま
す
。

老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
い
が
、
八
月

十
一
日
か
ら
各
郵
便
局
で
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
年
金
を
受
け
取
っ
た
ら
速
や
か

に
証
奮
を
各
連
絡
所
又
は
役
場
の
年
金

係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

…
年
金
の
受
取
先
の

変
更
は
模
重
に

一一一一献質問

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
、
転
居
な

ど
で
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
は
「
住
所
・

支
払
機
関
変
更
届
」
を
提
出
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
住
所
変
更
を
行
わ
な
い

で
受
取
先
の
み
を
変
更
さ
れ
る
方
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

社
会
保
険
庁
・
社
会
保
険
事
務
所
で

は
、
提
出
さ
れ
た
届
書
を
迅
速
に
処
理

し
、
全
国
二
千
四
百
万
人
を
超
え
る
年

金
受
給
者
の
方
に
、
決
め
ら
れ
た
円
に

正
確
に
支
払
う
よ
う
努
力
し
て
お
り
、

こ
の
準
備
作
業
を
行
う
た
め
に
、
二
疋

期
間
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

支
払
期
日
に
近
づ
い
て
か
九
、
変
山
に

届
を
提
出
さ
れ
る
と
、
変
更
前
の
貯
金

口
座
に
振
か
込
ま
れ
た
り
、
決
め
ら
れ

た
日
に
年
金
を
受
け
取
れ
な
か
っ
た
り

す
る
な
ど
、
受
け
取
り
が
遅
く
な
る
と

ト
ラ
ブ
ル
の
原
凶
に
も
な
り
ま
す
。

年
金
を
速
や
か
に
、
確
実
に
受
け
取

る
た
め
に
は
、
受
け
取
り
先
の
変
史
は

迅
速
か
つ
慎
重
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
出
張

の
お
知
ら
せ

松
山
丙
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎

月
二
回
、
社
会
保
険
の
出
張
相
訟
を
行
っ

て
い
ま
す
。

厚
生
年
金
や
国
民
年
金
に
つ
い
て
相

談
き
れ
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

一
日
時
一
八
月
二
十
日
(
午
前
十
時
j

午
後
四
時
)
・
九
月
十
日
(
午
前
九
時

j
午
前
十
一
時
三
十
分
)

{
場
所
一
長
浜
町
商
工
会

ハ開予

特益疫
継皇霊撃者

等

皆の
命ず契妻

れ日£及、
ま~ uト
す、

特
別
給
付
令
一
の
最
終
償
還
を
終
え
た

戦
没
者
等
の
妻
及
び
父
母
等
で
、
次
の

要
件
を
満
た
す
方
に
改
め
て
特
別
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

。
第
十
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
困

債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
等
の
妻
で
、

平
成
五
年
四
月
一
円
に
お
い
て
公
務
扶

助
料
、
遺
族
年
金
等
を
長
け
る
権
利
を

有
し
て
い
る
方
に
、
額
面
百
八
卜
万
円

日
く
は
テ
レ
ビ
で
体
の
不
自
由
な

一
人
が
で
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
り

一
ま
す
。

一
世
界
中
に
は
、
沢
山
の
か
ら
だ
の
不

一
自
由
な
人
が
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
そ
の

一
人
た
ち
は
、
力
い
っ
ぱ
い
生
き
て
い
ま

叫
す
。
手
や
足
や
耳
や
日
が
不
自
由
な
人

一
た
ち
が
、
仕
事
を
し
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ

…
を
し
た
り
し
て
元
気
な
人
と
い
っ
し
ょ

一
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
す

一
ご
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
前
の

一
参
か
ん
自
の
道
徳
の
時
同
に
手
話
を
智

一
い
ま
し
た
。

f
uが
古
里
人
は
、

…
手
話
を
使
っ
て
話
を
す
る
そ
う
で
す
。

仏
も
し
ぼ
く
が
、
耳
や
口
が
不
自
由
に
な
っ

一
た
ら
、
た
い
へ
ん
ふ
べ
ん
だ
ろ
う
と
恩

…
い
ま
す
。
白
日
分
の
し
た
い
こ
と
や
、

-
H

~
い
た
い
こ
左
が
い
え
な
く
な
っ
て
し
ま

一
い
ま
す
。
本
当
に
こ
ま
っ
て
し
ま
い
ま

小
す
。
で
も
、
手
話
を
い
っ
し
ょ
う
け
ん

一
め
い
に
勉
強
す
る
と
、
ほ
か
の
人
た
ち

…
と
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

V
〈

J
J〉
〉
〉
¥
く
ぐ
イ
〈
〆

の
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

C
第
十
四
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」

国
債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
の
父
母
等

で
、
平
成
五
年
四
月
一
日
に
お
い
て
公

務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
権

利
ま
た
は
受
け
る
資
格
を
有
し
、
か
っ
、

平
成
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

氏
を
同
じ
く
す
る
子
も
孫
も
有
す
る
に

せ
っ
か
く
学
校
で
手
話
の
勉
強
を
し

た
の
だ
か
ら
こ
の
よ
う
な
人
に
山
会
っ

た
と
き
、
じ
ろ
じ
ろ
見
た
り
、
じ
っ
と

見
た
り
し
な
い
で
、
「
こ
ん
に
ち
は
。
」

と
手
話
で
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
に

Jγ人

と手話

小学問年生

ぼく

な
り
た
い
で
す
。
ぞ
う
す
れ
ば
、
そ
の

人
た
ち
と
も
友
達
に
な
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ぼ
く
は
、
ま
だ
、
「
こ
ん
に

ち
は
。
」
の
あ
い
さ
つ
と
自
分
の
名
前

し
か
で
き
ま
せ
ん
が
、
も
っ
と
も
っ
と

主
ら
な
か
っ
た
方
に
、
額
而
九
十
万
円

の
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
請
求
手
続
及
び
内
存
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
役
場
福
祉
課
町
民
福
祉

係
(
宮
五
二

I
一
一
一
一
)
ま
た
は
愛

援
県
県
民
福
祉
部
高
齢
者
福
祉
課
援
護

恩
給
係

(
O
八
九
九
i
四一

1
一一一一

一
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

手
話
が
う
ま
く
な
れ
る
と
い
い
な
ぁ
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な
話
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
す
ば
ら
し
い

と
恩
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
手
話
の
勉
強
を
し
て
、

自
分
が
ヰ
も
聞
こ
え
口
で
し
ゃ
べ
る
こ

と
も
で
き
で
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
友
達
と
も
大
き
な
声
で
話
し
た
り
、

歌
を
歌
っ
た
り
、
わ
ら
ヲ
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
が
で
き

な
い
人
も
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
手
話
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
ぼ
く
た
ち
も
が
ん
ば
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
体
の
不
自
由
な
人
た

ち
が
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
努
力
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、
ぼ
く
も
負
け
な
い

よ
う
に
、
し
っ
か
り
勉
強
し
よ
う
と
思

い
ま
す
。
い
つ
か
必
ず
手
話
を
お
ぼ
え

て
身
体
の
不
自
由
な
人
た
ち
と
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
話
し
合
え
る
よ
う
に
努
力
一

し
た
い
と
思
い
ま
す

o

j

し
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関
内
投
票
率
八
七
回
八
O
M畑

選挙結果報告

ご

当

選

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

盟
国
凶
司
さ
ん

愛
媛
三
区
で
六
回
目

七
月
十
八
日
に
行
わ
れ
た
、
第
四
十

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
、
下
須
戒
の

西
国
司
さ
ん
(
六
五
)
が
、
衆
院
選
の

愛
媛
二
一
区
で
前
回
に
続
い
て
六
回
目
の

当
選
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

西
国
さ
ん
は
、
長
浜
町
開
票
区
で
有
効

票
の
六
九
・
七
%
の
五
千
二
百
十
票
、

愛
媛
三
区
で
は
有
効
票
の
二
六
・
七
%

の
六
万
八
千
七
百
十
票
を
獲
得
さ
れ
ま

し
た
。

開票事務に従事する町職員

七
月
十
八
日
、
六
月
十
八
日
の
衆
議

院
議
員
解
散
に
よ
る
第
四
十
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国

民
審
査
の
投
票
が
、
町
内
十
四
か
所
で

行
わ
れ
、
当
日
有
権
者
は
八
千
六
百
三

衆議院総選挙

4- 回 ~Ij 回

有権者数 8，638 8，921 
投 EヌZEて 'f 87.80 90.86 
有 効 Eヌ鐙Iて， 7.474 8.038 
いながき豊彦 115 56 
西国 司 5，210 5.385 
山本公一 368 
田中恒利 825 1，160 
局橋えいご 956 952 

十
八
人
(
前
回
よ
り
二
百
八
十
三
人
減
)
、

衆
院
選
の
投
票
者
は
七
千
五
百
八
十
四

人
(
同
五
百
二
十
二
人
減
)
で
、
投
票

率
は
八
七
・
八
O
%
(
同
三
・
O
六
%

減
)
、
国
民
審
査
の
投
票
者
は
、
六
千

九
百
二
二
人
で
、
投
票
率
は
八

0
・
0

三
%
で
し
た
。

ま
た
、
同
日
町
体
育
館
で
午
後
七
時

三
十
分
か
ら
衆
議
院
選
挙
、
国
民
審
査

最高裁判所裁判官国民審査

氏 名
罷免を可とす 罷免を可とし
る投票の数 ない投票の数

大野正男 204 6，334 
味村 J台 189 6，349 
大白 勝 162 6，376 
木崎良平 156 6，382 
小野幹雄 162 6，376 
大西勝也 142 6，396 
佐藤庄市郎 140 6，398 
可部恒雄 143 6，395 
i二好 達 138 6，400 

の
順
で
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
衆
議
院
選
挙
の
各
投
票
以
一

で
の
投
票
率
、
長
浜
町
開
票
区
で
の
候

補
者
別
得
票
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

農
業
委
員
選
挙
結
果

会

長

に

武
知
幸
男
氏
選
任

任
期
満
了
に
伴
、
つ
長
浜
町
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
が
、
七
月
四
日
に
告
示
さ

れ
、
同
目
立
候
補
受
け
付
け
が
行
わ
れ

た
結
果
、
立
候
補
者
が
定
数
(
十
人
)

を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、
無
投
票
当
選

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
推
薦
(
五
人
)
、
農
業

団
体
推
薦
(
二
人
)
の
委
員
も
次
の
と

う
り
決
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
新
し
く
決
ま
っ
た
農
業
委
員

の
初
め
て
の
委
員
会
が
、
七
月
二
十
一

投票区 性別 当日有権者数 投票者数 投票率%

第l投票区 男 547 450 82.27 
女 656 555 81.60 

(長浜町体育館) 計 1.203 1.005 83.54 

第2投票区 男 515 416 80.78 
女 651 548 84.18 

l長剣半世体育館)
員十 1.166 964 82.68 

事3投票区 男 33 30 90.91 
女 44 38 86.36 

(青島公民館) 計 77 68 88.31 

第4投票区 男 210 190 90.48 
女 248 217 87.50 

(今坊隣保館) 言十 158 107 88.86 

第5投票区 男 145 125 86.21 
女 171 149 87.13 

(晴樺集会所) :it 316 271 86.71 

第6投票区 男 293 261 89.08 
女 326 296 90.80 I 

(駐小学抗体育 言十 619 557 89.98 

第7投票医 男 63 58 92.06 
女 74 64 86.49 

(掴沢企民館) :it 137 122 89.05 

革日投票区 男 393 318 80.92 
女 151 385 84.80 

(沖浦コミ七/)
計 847 703 83.00 

第9投票区 男 270 227 84.07 
女 316 277 87.66 

(出海公民蕗) E十 586 日4 86.01 

第10投票匝 男 545 498 91.38 
女 622 570 91.64 

(大和岳民館) 計 1.167 1.068 91.52 

第11投票区 男 278 265 95.32 
女 316 292 92.41 

(豊茂o民館) 百十 591 557 93.77 

第12公民館 男 377 316 91.78 
女 481 451 93.76 

(白滝公民撞)
計 自flR 797 92.89 

第13投票区 男 106 94 88.68 
女 98 92 93.88 

(戒川小学校) 百十 204 186 91.18 

第14公民蕗 男 193 179 92.75 
女 213 193 90.61 

(柴公民館) 計 406 372 91.63 
男 3.968 3，457 87.12 

言十 女 4.670 1.127 88.37 
計 8.638 7.584 87.80 

衆議院議員総選挙投票結果

目
、
町
体
育
館
会
議
室
で
聞
か
れ
会
長

に
武
知
幸
男
氏
、
会
長
代
理
に
中
田
晋

氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

内
訳
は
、
現
職
十
四
人
、
新
人
三
人

で
新
委
員
の
任
期
は
、
平
成
五
年
七
月

十
一
日
か
ら
三
年
間
で
す
。

新
し
く
選
ば
れ
た

農

業

委

員

(
敬
称
略
)

一
第
一
選
挙
区
(
旧
長
浜
町
、
喜
多
灘

村
、
櫛
生
村
、
出
海
村
の
区
域
)
一

東
伊
佐
男
(
臼
・
今
坊
・
再
)
兵
頭

方
平
(
日
・
櫛
生
・
再
)
加
納
勝
利

(
日
・
須
沢
・
再
)
石
山
悦
弘
(
日
・

出
海
・
新
)
高
岡
修
二
(
臼
・
出
海
・

再
)一

第
二
選
挙
区
(
旧
大
和
村
、
白
滝
村

の
区
域
)
}

西
山
仙
一
(
日
・
白
滝
・
再
)
城
本

音
松
(
臼
'
戒
川
・
再
)
徳
田
敬
四
郎

(
臼
・
下
須
戒
・
再
)
清
水
武
重
(
日
・

柴
・
再
)
谷
本
護
幸
(
臼
・
曲
章
一
茂
・
新
)

{
喜
多
共
済
推
薦
一

上
田
邦
彦
(
日
・
長
浜
・
再
)

{
長
浜
青
果
農
協
推
薦
}

山
本
薫
(
日
・
櫛
生
・
再
)

一
議
会
推
薦
一

中
田
耳
目
(
臼
・
上
老
松
園
再
)
笹
本

智
章
(
伍
・
沖
浦
・
再
)
西
山
和
夫

(
釘
・
豊
茂
・
再
)
武
知
幸
男
(
臼
・
白

滝
・
再
)
西
岡
正
則
(
日
・
黒
田
・
新
)
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議

、

か

諒

一

雄

略

的

り

轍

曹

が

嘉

義

金

鍔

レ

ン

ズ

に

ふ
る
さ
と
長
浜
フ
ォ
ト
コ
テ
ス
ト

一
一
一
月
一
日
か
ら
五
月
三
十
一
日
に
か

け
て
募
集
し
て
い
ま
し
た
、
ふ
る
さ
と

長
浜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
〈
春
の
部
〉

の
審
査
が
、
六
月
三
十
日
に
役
場
二
階

会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
海
。
山
・
川
@

島
な
ど
の
大
自
然
、
長
い
歴
史
の
中
で

培
わ
れ
て
き
た
伝
統
な
ど
、
「
な
が
は

ま
の
四
季
」
の
す
べ
て
を
被
写
体
と
し

た
作
品
を
募
集
し
て
い
る
も
の
で
、
今

回
の
春
の
部
で
は
、
応
募
作
品
九
十
五

点
中
、
十
八
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

な
お
審
査
は
、
二
科
展
審
査
員
、
県

美
術
会
理
事
で
あ
る
渡
部
章
正
先
生
ら

五
人
が
行
い
、
「
今
回
の
審
査
は
前
回

に
比
べ
難
し
い
。
春
と
い
う
こ
と
で
、

桜
を
テ
l
マ
に
し
た
作
品
が
多
い
が
、

一一一一一長浜フォトコンほか

井上雄次さんの作品・桜の小道

そ
の
中
で
も
、
人
物
と
桜
を
テ
l
マ
に

し
た
作
品
が
大
変
良
か
っ
た
。
ま
た
、

夜
桜
な
ど
提
灯
や
夕
焼
け
な
ど
を
パ
ッ

ク
に
し
た
作
品
が
あ
れ
ば
、
よ
り
も
っ

と
良
か
っ
た
も
の
で
は
-
・
・
」
と
総

評
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
推
薦
一
桜
の
小
道
(
井
上
雄
次
・
松

山
市
)
一
特
車
森
の
精
(
露
口
重
ア

重
信
町
)
山
里
(
藤
岡
義
丈
・
砥
部
町
)

一
準
特
薦
一
早
春
の
川
(
宇
都
茂
一
・

松
山
市
)
沖
浦
観
音
(
西
村
勝
・
・
松

山
市
)
菜
の
花
の
咲
く
頃
(
池
谷
瑛
・

松
山
市
)
長
浜
百
景
(
佐
藤
秀
夫
・
松

山
市
)
に
ぎ
わ
う
貝
ほ
り
(
松
岡
憲
彦
。

三
瓶
町
)
{
佳
作
一
河
口
の
桜
(
泉
猶

平
・
柴
)
菜
の
花
の
皇
(
高
橋
章
夫
。

(
松
山
市
)
花
摘
む
子
(
亀
崎
巽
・
中

山
町
)
観
音
の
春
(
窪
憲
一
・
白
滝
)

ど
っ
ち
の
チ
l
ム
が
勝
っ
か
(
松
岡
憲

彦
・
三
瓶
町
)
男
子
誕
生
(
藤
岡
義
丈
・

砥
部
町
)
桜
(
山
本
一
郎
・
長
浜
)
花

の
競
演
(
菊
地
英
夫
・
豊
茂
)
エ
ビ
ネ

(
大
本
昭
裕
・
豊
茂
)
早
春
(
曽
我
部

茂
・
松
山
市
)

ふ
る
さ
と
轟
麗
フ
ォ
ト
コ
ン

夏
の
部
事
襲
中

六
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
に
か

け
て
、
ふ
る
さ
と
長
浜
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
〈
夏
の
部
〉
の
作
品
募
集
し
て
い

ま
す
。
貴
方
も
素
敵
な
長
浜
の
〈
夏
〉

を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
!

な
お
、
詳
し
く
は
、
長
浜
町
商
工
会

(
雷
五
二

i
ι
O
二
一
二
一

)
X
は
役
場
企

画
調
整
課
(
雷
五
二

I
一
一
一
こ
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

露口泰幸さんの作品。森の繕

建
設
業
で
働
く
み
な
さ
ん

「
建
設
業
退
職
金
共
済

制
度
」
を
ご
存
じ
で
す
か
/

藤岡義丈さんの作品 e 山里

建
設
業
退
職
金
制
度
は
、
国
が
昭
和

三
十
九
年
十
月
に
建
設
業
の
労
働
福
祉

対
策
の
一
環
と
し
て
、
中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
に
基
づ
き
創
設
し
た
も
の
で
、

そ
の
実
施
運
営
は
、
特
殊
法
人
建
一
一
基
未
・

清
酒
製
造
業
・
林
業
退
職
金
共
済
組
合

が
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
の
特
長
は
、
一
般
の
退
職

金
制
度
と
は
異
な
り
建
設
業
界
で
働
く

限
り
、
事
業
所
を
変
わ
っ
て
も
、
事
業

所
に
雇
用
さ
れ
た
期
間
全
部
を
通
算
し

て
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
業
界
退

職
金
制
度
で
す
。

現
在
、
全
国
で
十
三
万
六
圭
事
業
所
、

百
八
十
四
万
三
千
人
の
労
働
者
が
こ
の

制
度
に
加
入
し
、
退
職
金
の
積
立
て
が

行
わ
れ
、
す
で
に
六
十
四
万
人
の
労
働

者
が
退
職
金
を
受
取
り
、
そ
の
額
は
一

千
九
百
十
二
億
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

建
設
業
で
働
く
皆
さ
ん
、
建
設
業
退

職
金
共
済
制
度
で
、
安
心
で
き
る
未
来

を
築
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
愛
媛
支

部
(
松
山
市
二
番
町
四
1
四
1
四

愛
媛
県
建
設
会
館
内
宮

O
八
九
九
l

四
三
l
五
四

O
六
)
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

台
風
シ
ー
ズ
ン
で
す

災
害
な
ど
へ
の

備
え
は
万
全
に

四

国

電

力

台
風
が
や
っ
て
く
る
時
季
に
な
り
ま

し
た
。
看
板
、
ア
ン
テ
ナ
、
煙
突
の
取

付
け
部
分
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。
取

付
け
部
分
が
ゆ
る
ん
で
い
な
い
か
ど
う

か
、
も
う
一
度
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

電
線
に
ふ
れ
て
い
る
と
危
険
で
す
の

で
、
お
近
く
の
四
国
電
力
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

九
月
は
障
害
者
雇
用

促
進
月
間
で
す
ノ
・

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
九
月
は
「
障
害

者
雇
用
促
進
月
間
」
で
す
。
障
害
者
の

方
を
一
人
で
も
多
く
雇
用
し
ま
し
ょ
う
。

公
共
職
業
安
定
所
で
紹
介
さ
れ
た
障

害
者
の
方
を
雇
用
し
た
場
合
は
、
助
成

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
お
気
軽
に
ハ
ロ
ー

ワ
I
ク
(
大
洲
公
共
職
業
安
定
所
・
宮

O
八
九
九
l
二
四
l
二
二
九
二
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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ゴミは良識のバロメーターほか一一一一

町
内
に
は
、
週
二
回
燃
や
す
ゴ
ミ
を

収
集
す
る
区
域
が
あ
り
ま
す
。
計
画
を

立
て
時
聞
を
決
め
て
回
っ
て
い
ま
す
が
、

ゴ
ミ
の
量
が
多
か
っ
た
り
、
き
ち
ん
と

分
別
さ
れ
ず
に
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
が
あ
る

と
、
予
定
時
開
通
り
に
収
集
で
き
ま
せ

ん。
ま
た
、
袋
に
入
れ
て
な
い
も
の
、
袋

に
入
っ
て
い
て
も
口
が
結
ぼ
れ
て
い
な

い
も
の
、
無
理
に
詰
め
込
み
持
ち
上
げ

る
と
破
れ
そ
う
な
も
の
、
水
気
を
充
分

に
切
ら
な
い
ま
ま
の
生
ゴ
ミ
な
ど
が
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の

ゴ
ミ
を
収
集
車
に
積
み
込
も
う
と
す
る

と
破
れ
た
り
、
こ
ぼ
れ
た
り
す
る
な
ど

収
集
箇
所
が
汚
れ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

ゴ
ミ
収
集
箇
所
の
ほ
と
ん
ど
は
、
各

地
区
最
寄
り
の
道
路
上
に
あ
り
、
そ
ば

に
は
住
宅
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
収

集
日
や
ゴ
ミ
の
出
し
方
を
守
ら
ず
に
出

せ
ば
、
犬
や
猫
が
喰
い
荒
ら
し
た
り
、

蝿
な
ど
の
害
虫
が
発
生
す
る
ば
か
り
で

な
く
、
ひ
ど
い
悪
臭
の
原
因
と
な
っ
て
、

近
所
に
住
む
人
に
大
変
な
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
る
地
区
で
は
、
当
番
制
を
設
け
て
、

週
二
回
ゴ
ミ
収
集
車
が
集
め
た
後
で
、

周
辺
の
掃
除
と
防
虫
剤
の
散
布
を
続
け

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ゴ
ミ
は
ル
ー

ル
を
守
っ
て
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

作
業
員
も
ス
ム
ー
ズ
に
収
集
が
で
き
る

と
喜
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
み
ん
な
が

気
持
よ
く
ゴ
ミ
を
出
せ
る
よ
う
、
当
番

は
な
く
て
も
収
集
箇
所
の
清
掃
奉
仕
を

続
け
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

私
た
ち
み
ん
な
が
出
す
ゴ
ミ
が
周
辺

の
環
境
を
汚
し
、
近
所
に
迷
惑
を
か
け

て
い
る
と
し
た
ら
っ
ゴ
ミ
が
分
別
も
整

理
も
さ
れ
ず
、
い
つ
で
も
出
さ
れ
る
と

し
た
ら
?
そ
れ
で
も
良
識
の
あ
る
行
動

と
い
え
る
で
し
ょ
う
か
。
作
業
員
も
、

回
収
時
に
は
ゴ
ミ
が
散
乱
し
な
い
よ
う

時
間
通
り
に
収
集
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
を
出
さ
れ
る
方
も
ル
ー

ル
を
守
り
、
清
潔
な
環
境
を
保
ち
、
予

定
通
り
に
回
収
で
き
る
よ
う
に
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
に
制
定
さ
れ
た
町
民

憲
章
の
第
一
章
に
「
恵
ま
れ
た
自
然
を

大
切
に
し
、
美
し
く
住
み
よ
い
町
を
築

き
ま
す
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
美
し
く

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
輝
か
し
い
歴

史
と
伝
統
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
長
浜
町
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

誰
に
見
ら
れ
で
も
、
き
れ
い
だ
な
、
き

ち
ん
と
整
理
さ
れ
て
い
る
な
と
言
え
る

ゴ
ミ
収
集
箇
所
は
、
美
し
く
住
み
よ
い

町
の
、
大
切
な
条
件
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。な

お
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
、

ゴ
ミ
を
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
不
燃
物
入
れ
に
は
不
燃
物
以
外
の

ゴ
ミ
(
特
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
)
は
、
出
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

②
生
ゴ
ミ
の
水
気
は
充
分
に
切
り
、

重
く
な
る
も
の
は
小
分
け
し
て
出
し
ま

し
ょ
、
っ
。

③
紙
お
む
つ
な
ど
は
ビ
ニ
ー
ル
の
袋

に
入
れ
、
し
っ
か
り
と
口
を
結
ん
で
出

し
ま
し
ょ
う
。

④
ル

l
ル
を
守
ら
ず
ゴ
ミ
を
出
し
て

い
る
人
を
見
か
け
た
ら
、
注
意
し
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

収集か所を清掃する地域の人たち

世
界
的
規
模
で
環
境
の
保
護
が
叫
ば

れ
て
い
る
今
日
、
大
気
や
水
の
汚
染
、

酸
性
雨
や
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
が
進
ん
で

い
ま
す
。
現
代
に
お
け
る
生
活
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
物
を
消
費
し
、
大
量
の
ゴ
ミ

を
発
生
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
の

多
く
は
、
燃
や
し
た
り
埋
め
立
て
た
り

し
て
私
た
ち
の
前
か
ら
消
え
て
行
き
ま

す
。
し
か
し
、
私
た
ち
が
ゴ
ミ
を
出
す

限
り
地
球
へ
の
負
担
は
大
き
く
、
自
然

や
環
境
の
破
壊
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

そ
こ
で
、
長
浜
町
で
は
、
普
段
、
何

気
な
く
出
し
て
い
る
ゴ
ミ
を
少
し
で
も

減
ら
し
、
も
っ
と
多
方
面
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
、
わ
た
し
た
ち
の
故
郷
を
守

る
た
め
、
廃
棄
物
利
用
コ
ン
テ
ス
ト
を

行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
あ
ふ
れ
る
作

品
を
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

一
応
募
資
格
一
町
内
在
住
の
個
人
ま
た

は
町
内
に
活
動
拠
点
を
持
つ
団
体

一
応
募
先
}
役
場
生
活
環
境
課
環
境
係

ま
で

一
応
募
作
品
規
定
一
空
缶
、
空
ピ
ン
、

空
き
箱
、
紙
袋
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、

包
装
紙
な
ど
の
明
ら
か
に
ゴ
ミ
と
認
め

ら
れ
る
物
を
利
用
し
て
作
成
し
た
も
の

で
、
日
常
生
活
に
役
立
つ
も
の
。

作
品
は
住
所
氏
名
を
明
記
し
て
、
生

活
環
境
課
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

作
品
は
返
却
せ
ず
、
生
活
文
化
祭
等

で
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
締
切
日
}
平
成
五
年
十
月
十
日

{
賞
品
一
町
長
賞
一
点
、
生
活
環
境
課

長
賞
三
点
、
推
薦
賞
五
点
(
応
募
者
全

員
に
参
加
賞
と
し
て
、
エ
コ
マ

l
ク
賞

品
を
進
呈
)

※
審
査
結
果
は
、
広
報
な
が
は
ま
十

一
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
役
場
生
活
環
境

課
(
宮
五
二

l
一
一
一
こ
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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乳がん検診

乳がゐ檎診~時なら100%治る乳かん~

成人の健東管理

で早い時期に発見することのできる唯一のがんです。乳がんの 95%は、自分自身で病変に気づいてい

ます。症状としては、 90%以上が“しこり"ですから、このしこりの大きさが小さいほどがんの進行

度も低く、治療によって治ります。

長浜町では、平成元年度より子宮がんの検診に併せて、一部の地~srで乳がん検診を実施してきました。

今年度から、子宮がんに併せて、すべての地区で乳がん検診

を行います。早期の乳

今まで、乳がんといえば、日本人には少なく欧米人に多いが

んでした。ところが、食生活の欧米化や女性のライフスタイル

の変化に伴う女性ホルモンバランスの変化により、子宮がんを

抜いて、女性特有のがんの中で、一番多くなっています。そし

て近い将来、胃がんや肺がんを抜いて、女性のがん死亡率第 1

位になると予測されています。

乳がんは、身体の表面近くのにできるがんの中で、自分自身

l 乳がん死亡数(女)
6，000 円

/
/人

/

がんを発見するために

も、定期的な自己チェッ

クはもちろん、年に一

回は乳がん検診を受け

ましょう。

5，000 

叩
4，141人

人

人
位

広

河

口

日

以

川

人

γ

川
引

H

A

-

n

4

u

r

げ
九

仰

/

伺

f
j

η
〆

」

〆

ーl
m

人

F

L

5

m
ノ

人

J
E

E--

〆

Q

u

-

l

v
引

斗

一

凶

，

-
n
u
u
 

i
h
H
「
I
・e
-
I
L
E
I
-
-
L
1
1
1
!
i
L

∞
∞
∞
 

n

u

u

n

リ

u

n

川

U

つu
n

〆」

1
l

L一一
'75 '80 '85 '90 

全体にまた

がるもの 3% 
多発 2%

(国立がんセンター〉

しこりの大きさと治癒率

シコリの大きさ 治癒率

1 cm前後 1 0 O. % 

2 cm以下 90% 

3 cm前後 80% 

3cm~5cm 70% 

5 cm以上 50% 

平成 5年度乳がん検診予定日

月 日 場 所 月 日 場 所

8月 11日 白 滝公民館 12月13日 大和公民館

8月 12日 豊茂公民館 12月14日 長浜町体育館

8月 13日 櫛生福祉センター 12月15日 /j' 

8月 16日 出海公民館
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ルポ。文芸一一一一

草
の
根
国
瞭
交
流

f
)

豊
茂
小
学
校
j

豊
茂
小
学
校
で
は
、
三
年
前
か
ら
ア

メ
リ
カ
ワ
シ
ン
ト
ン
川
ス
タ
ン
ウ
ッ
ド

市
の
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
小
学
校
と
交
流
を

始
め
て
草
の
根
国
際
交
流
を
展
開
し
て

い
る
。
児
童
た
ち
は
、
今
日
ま
で
に
、

お
互
い
の
絵
や
書
、
写
真
の
干
交
換
を
通

じ
国
際
交
流
を
深
め
、
ま
た
、
豊
茂
っ

子
ル
l
ム
に
壮
、
絵
や
写
真
な
ど
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。
児
童
た
ち
は
近
ρ
将

来
、
お
立
…
げ
に
行
き
来
で
き
る
ホ
ー
ム

ガ
フ

霊
を
訪
れ
て

j
青
年
大
学
H

同
市
外
研
修
j

町
内
青
年
の
交
流
と
親
睦
を
深
め
、

県
外
の
新
旧
の
文
化
・
生
活
に
ふ
れ
合

お
う
と
、
六
月
二
十
六
け
か
ら
二
十
七

ま
で
の
二
日
間
、
青
年
大
学
に
よ
る
県

ス
テ
ィ
で
、
交
流
を
深
め
よ
う
と
張
り

切
っ
て
い
る
。

~ré) 

外
耐
修
が
行
わ
れ
、
町
内
の
青
年
二
十

二
人
が
参
加
し
た
c

今
回
は
、
「
ガ
ラ
ス
細
工
を
体
験
す

る
」
を
テ
ー
マ
に
ガ
ラ
ス
の
呈
を
訪
れ

た
も
の
で
、
参
加
者
は
、
七
宝
焼
を
実

習
し
、
思
い
思
い
の
作
品
づ
:
ー
パ
ノ
に
取

り
組
ん
だ
。

思い思いの作品に取り組む参加者

特
技

生
か
し
て

地
域
交
流

;
フ
ロ
ン
一
ナ
f-uノ
が
訪
問
f
J

六
月
十
四
U
、
白
滝
青
年
フ
ロ
ン
テ
ィ

溝
岸
線
の
利
用
促
進
を

j
予
讃
本
線
対
策
協
議
会
j

、
ノ
ー
け

し
J
J

〆
ナ
八

一
つ
喰
六
月
一
日
、
役
場
会
議
室
で
平
成
立

特

出

年

J
R
四
岡
子
讃
本
線
対
策
協
議
会
総

計
環
会
が
聞
か
れ
、
大
洲
、
長
浜
、
双
海
¥

、
¥
も
i
毒
化

hv

保
市
川
の
首
長
ら
合
わ
せ
て
十
七
人
が
山
川

喜
六
市
し
七
。

写

;

;

た
こ
の
協
議
会
は
、
一
市
三
町
に
関
わ

吋
る
海
岸
線
を
存
続
さ
寸
一
、
地
域
発
表
と

れら4
E
 

ア
の
会
員
十
人
が
老
人
ホ

I
ム
白
山
園

を
訪
問
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
交
流
事
業
の
一
環
と
し

て
、
会
只
そ
れ
ぞ
れ
の
特
技
を
生
か
し
、

お
年
寄
り
に
没
に
立
っ
て
も
ら
お
う
ど

計
わ
れ
た
も
の
で
、
会
員
ら
は
、
散
髪
、

演
会
、
カ
一
フ
オ
ャ
、
手
ず
つ
く
り
の
利
嵯

な
ど
で
、
お
年
一
面
り
を
喜
ば
せ
た
の

、

注
民
の
生
活
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
設

立
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
会
で
は
、
海

岸
線
の
利
用
促
進
の
啓
充
、

J
R
本
社

へ
の
陳
情
な
ど
が
協
議
さ
れ
た

百
哩

ョー

ー
白
滝
俳
句
会

1

五
月
晴
石
掲
の
昨
日
平
」
つ
に

特誌を生かし7設に立てばと頑張る会員

平
井

松
子

も
う
一
つ
宮
き
空
あ
る
柄
出
か
な

仁

田

ス
ミ

双
県
乃
高
か
ら
ず
し
て
見
失
ふ

青
水

千I当
了今

木
林
の
木
三
位
み
て
湖
畔
の
白
夜
か
な

一
宮

船
腹
手
一
塗
り
替
ふ
珪
や
芝
港

本
林

灯
り
て
摂
花
紅
を
深
う
せ
り

菊
伎

悦
子

土:
rr寸

E工i

亀
の
頚
伸
び
き
り
行
方
定
ま
り
ぬ

都
築
い
ち
子

「
ラ
イ
ン
」
の
名
げ
に
相
応
し
き
夕
焼

か

な

上

回

孝

子

利用保進をと協議を進める出席者

信ド

匂

U
向
日
滝
小
学
校
リ

か
た
つ
む
り
は
っ
ぱ
の
上
で
う
ん
ど
う

か

い

六

年

久

保

剛

史

雨
あ
が
り
な
な
つ
の
色
の
ひ
か
る
橋

六

年

恩

地

正

裕

夏
の
午
後
ぬ
れ
え
ん
に
一
人
タ
す
ず
み

六
年
し
口
刊
行
律
香

ふ
ろ
り
ん
の
音
色
を
み
み
に
ね
む
く
な

る

し

ハ

年

橋

本

猪

久

生

太
陽
が
ひ
ま
わ
り
の
花
て
ら
し
て
る

六

年

白

石

貴

恵

つ
ゆ
空
に
ひ
と
す
じ
は
し
る
楊
の
光

L
h
年
松
本
一
位
美

夏
の
夜
天
に
な
が
れ
る
天
の
川

六

年

上

満

佳

乃

ひ
ま
わ
り
が
あ
た
ま
の
と
で
の
ぞ
い
て

る

六

年

門

川

美

香

よ
し
ず
た
て
す
ず
か
ぜ
の
中
ひ
と
ね
む

六
年
一
循
吋
泰
史

十)

正

~ 
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爆
性
ん
と
拍
手
で
包
ま
れ
た
そ
う
で
す
。

対
策
協
議
会
(
総
務
庁
、
書
察
庁
、
大

蔵
省
、
農
林
水
産
省
、
運
輸
省
等
)
で

は
、
九
月
一
日
か
ら
九
月
一
一
一
十
日
ま
で

「
無
保
険
(
無
共
済
)
バ
イ
ク
を
な
く

そ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
ま
す
。

一:ム

O
ω
以
下
の
バ
イ
ク
に
は
、
車

検
制
度
が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
賠

責
保
険
(
共
済
)
の
縦
続
契
約
を
つ
い

忘
れ
が
ち
で
す
。
小
さ
な
バ
イ
ク
だ
か

ら
と
い
っ
て
「
油
断
は
禁
物
」
、
バ
イ

ク
の
起
こ
す
人
身
事
故
も
軒
視
で
き
ま

せ
ん
。
無
保
険
(
共
済
)
で
死
傷
事
故

で
も
起
こ
し
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
大
変
で

す。

ハ
ワ
イ
ま
つ
り
で

豊
年
踊
り
を
披
露

保
存
会
が
海
外
公
演

公演を終えホッとする保存会の皆さん

伊
予
長
浜
豊
年
踊
保
存
会
(
豊
田
芳

弘
会
長
)
が
、
六
月
十
八
日
か
ら
二
十

日
の
三
日
間
、
ハ
ワ
イ
の
ホ
ノ
ル
ル
で

開
か
れ
た
「
第
十
四
回
ま
つ
り
イ
ン
ハ

ワ
イ
」
に
出
場
し
ま
し
た
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
ハ
ワ
イ
州
な
ど
が

主
催
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
回
、
ハ
ワ
イ
州
知
事
か
ら
「
日
本
文

化
の
紹
介
を
」
と
招
請
状
が
送
ら
れ
、

同
会
で
は
、
「
郷
土
の
た
め
に
も
」
と

初
の
海
外
公
演
を
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
広
場
で
は
、
「
臼
本
の
伝
統

的
な
米
作
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
に

一
⑩
川
削

一M
Y一
ふ
は
リ

j
j
 

一一チん

一一、もでや

一
一
以
ち

一
一
ヨ
こ
宇

一
す
話
潤

一

一

一

一

行

田

!‘ 
一
ぴ
一
一
一
捕
後

自
賠
責
加
入
す
る
ま
で

赤
信
号
f

自
賠
責
は
法
律
で

ま
た
、
バ
イ
ク
に
も
白
賠
責
保
険

(
共
済
)
へ
の
加
人
が
法
律
で
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
無
保
険
(
共
済
)
で

走
る
と
、
六
か
月
以
ド
の
懲
役
、
ま
た

は
五
万
円
以
下
の
剖
余
、
さ
ら
に
違
反

点
数
六
点
を
超
え
る
と
、
免
許
停
止
処

分
と
な
り
ま
す
。

も
し
、
契
約
切
れ
に
な
っ
て
い
た
ら
、

最
寄
り
の
損
害
賠
償
保
険
会
社
、
代
理

由
(
バ
イ
ク
・
自
転
車
庖
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
1
等
)
で
加
入
手
続
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

9
月
号
日
は

救
急
の
日
で
す

あ
な
た
の
命
を
守
り
た
い

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

今
年
も
無
保
険
(
無
共
済
)
バ
イ
ク

女
の
子
ら
し
く
て
、
優
し
い
響
き
が
あ
る
名
前
を
と
一

思
い
、
「
有
子
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

健
康
で
し
っ
か
り
し
た
子
に
、
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
一

い

ま

す

。

一

?一
JFFEじ
&
臨
駿
灘
務
感
際
欝
務
、
一
に
ppyiγ

一

れ

品
難
輔
靖
司
一
一
¥
ど
一
二
一
一
一

w
一
一
日
一
一

眼
翠
j

ト窓側
J

4

2

?
ト

fjjjj
一一九一一

4fJbF4J日
一

醐
仁
川

ι

〓見山花
i
J

守
山
子
一
一
品
川
、
昨
山
一j
 

UJ
智

j
~
J
h
u
h
-
u
N
奈川
P
F
J
a
J

一
一
¥
引

離
宮
匪
臨
機
能
離
職
鱒
鶴
欝
難
勧
凸
年
一

錨
雪
組
閣
岡
田
震
麟
錦
繍
議
輔
副
購
が

j
4
一

顧
盤
調
鞠
九
人
心
い
γ

闘
鵬
勝
髄
醐
麟
ぶ
十
成
一

輪
響
額
欝
襲
議
藤
抽
週
醤
遺
輔
君
鍾
難
A

色
平
一

(
父
日
治
土
人
さ
ん
・
母
H
欣
子
さ
ん
)

一一一一一歳です@豊年踊りハワイ公演ほか

救
急
車
の
正
し
い
創
刊
周
を

臓
マ
ッ
サ
!
ジ
や
人
工
呼
吸
、
ま
た
、

出
血
時
の
止
血
な
ど
の
応
急
手
当
を
誰

も
が
ι

身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。消

防
署
で
ほ
、
応
急
手
当
普
及
の
た

め
指
導
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
職
場

や
町
内
会
な
ど
の
行
事
に
応
急
手
当
の

講
習
会
を
取
り
入
れ
て
は
い
か
が
で
す

，カ

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
消
防
署
(
大

洲
消
防
署
長
浜
支
署
・
宮
五
二

i
O
一

四
五
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

救
急
車
は
、
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す

が
、
緊
急
性
の
な
い
病
気
や
け
が
で
救

急
車
を
利
用
す
る
と
、
重
症
患
者
な
ど

本
当
に
救
急
車
が
必
要
な
場
合
に
出
動

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
り

で
も
多
く
の
尊
い
命
を
救
え
る
よ
う
、

救
急
車
の
正
し
い
利
用
に
つ
い
て
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
考
え
た
い
も
の
で
す
。

身
仁
つ
叫
り
ょ
う
応
魯
手
当

-11-

心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
た
と
き
の
心
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備)岸本印刷印刷平成 5年 8月l日発行平成 5年8月号広報ながはま

日

場所

入場料

地域別人口・世帯数
(平成 5年 4月 1日現在)

今月トップは明智総さん
真樹さんのカップル

大 子房寸人女天ヲ口f. EJi!t帯数

久 102 115 217 93 
長 浜 1，242 1，4731 2，715 1，018 
三再主 島 33 すJ土引1 _]]: 43 
里 田 172 I .. 178i . 350 I 一寸す
j中 j甫 568 i 6171 1，1851 384 
今 坊 285143318 2 67719 7 

184 

|J櫛豆 rR生 361 259 
ト 841 92 176 52 

出 i毎 344 373 717 253 
下須戒 517 590 1，107 327 

川!上恵老積松
60 64 124 36 
150 171 321 101 

豊 民→← 364 385 749 235 
日 滝 406 535 941 350 
戒 )1 ， 139 122 261 82 
大 越 28 21 49 15 

柴 289 3231 . ?121 . 1~4 
計 5，144 5，853リι盟土13，73主

ψ
結
婚

¥

沖

浦

f

沖

甫

長

浜
大

洲

市

今

坊

長

浜

櫛

生
八
幡
浜
市

長

浜

松

山

市

松武川柴 j賓松河川笹明

稔

真

樹

敏

弘

恵
美
子努み樹子勲子

田下野田本智

る

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

イ主上
老
松

中

甫
今

坊
下
須
戒

6
月
冨
出
分
(
敬
称
略
)

保
謹
者
氏
名
続
柄

戸斤

仲
田
浩
二

笹

本

浩

治

中

見

隆

志

城
ケ
瀧
智
樹

お
く
や
み

=一女
長
女

二
男

二
女

イ主
6
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

下
須
戒

仁

久

長

浜

長

浜

白

滝

沖

浦

長

浜

戒

川

長

浜

長

浜

山
本
シ
ナ
ヨ

後
藤
八
重
子

山

本

兼

松

渡

遺

七

子

都
築
シ
マ
子

演

上

敏

郎

富
上
サ
ト
ル

西

岡

正

重

高
崎
コ
マ
ヨ

田
淵
祐
一
一

(
八
八
)

(
五
六
)

(
九
三
)

(
六
五
)

(
七
九
)

(
七
四
)

(
七
八
)

(
八
一
)

(八

O
)

(
一
九
)

「八月六日J と 題 し て 「 あ

の閃光が忘れえょうか/瞬時

に 街頭の三万は消え/圧しつ

ぶされた暗閣の底で/五万の

悲鳴は絶え」と 詩人峠三吉が

働央した広島の 大悲劇が八月

十五日の終戦を 迎えるきっか

けとなったコそ の悲惨な事実

が歳月とともに 人々の脳裏か

ら薄れていくことを憂える。

「終戦 !と いう穏やかな言葉

で 言 い 繕 っ て も[敗戦J とい

う現実は例えばシベリアにお

いて六一卜万人もの人々に死に

直閉するような 苛酷な逗命を

背負わ せた 事実を消すことは

出来ない O 七月六日の諸新聞

は「極力貴軍( ソビエト)の

経 営に協力する 如く御使い願

い度い云々J と明らかに U本

軍人の使役を申 し出た関東軍

総司令官のソ連宛報告書がロ

シ アで発見されたことを報じ

犬二。

これを、手尽単町五色マッカーサー

に昭和天皇が「夜、の身はどう

なってもよいから 自民 を救 っ

て欲しし、!と要望されたのと

比べ何という大 きな違いだろ

う と驚く。上に立つ者の心構

えーっで下に至る者たちの運

命が決まってしまう恐ろしさ

を思えば、上に立つ者自ら余

積厳しい覚悟を持たねばなら

ないことを長浜町でも例外で

はあり得ない。

一司 E富田圏摂理U

田本田

意屯 TI[ 

「・ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一寸ー ー

ふれあいコンサート i竺竺員一竺言
さとう宗幸 1]¥f長浜 i t主主主雪号

i や者校浜
時，平成 5年10月30日(士) I :三・図小:語

PM 6 : 3泊O~ ;台二t..書学液満

長i浜兵高4等乎計F?円J守味 子

:一般 2，000円(当日 2，50∞O円) I柴重管 O ジ

小中高 300円(当日 400円)i小)理 ヨ大
1学 : 運 ン 洲

iお問い合せ先-長浜町教育委員弁宇十会教育課 ;;校学営 テ市

し一一一竺に1132E一一-Jt事責 じ客

6
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

イ主

戸斤

氏

名

田

啓

!尼
名

豊櫛 黒

(
六
二
一
)

(
六
六
)

(
九
四
)

茂生田

津

井

福

督

山
本
秋
太
郎

宇
都
宮
ミ
ヨ
カ

諒 1聡 E未み美み
子二2志し来〈紗さ

置
編
集
後
記
璽

先
月
は
、
台
風
四
・
五
六
号
が
日

本
列
島
を
襲
い
、
各
地
で
災
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
台
風
が
発
生

し
近
づ
く
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
万
一
の

た
め
、
災
害
防
止
の
備
え
は
万
全
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
夏
は
、
冷
夏
と
い
う
こ
と
で
、

真
夏
に
は
ほ
ど
遠
い

B
が
続
い
て
い
ま

す
。
夏
は
暑
い
も
の
・

-
a
o

と
、
昔

一
言
わ
れ
た
一
言
葉
が
懐
か
し
く
感
じ
る
の

は
、
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
?
(
い
)

※
今
坊
公
民
館
、
喜
多
灘
連
絡
所
の

電
話
番
号
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

N
T
T

五
二
|
二
五
九
八
(
兼
用
)

有
娘
三
七
九
六
(
兼
用
)

数

人口をふやしましょう

16月末現在 l前月との比較

I 10，988人 I 4人減

いn422bldU)
世帯数J竺 L 4世帯増

帯世口人


